
大阪ガスの藤原でございます。

平素は、当社事業につき、ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。

それではただ今より、2021年3月期決算について説明いたします。

3ページをご覧ください。
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2021年3月期は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響下ではありまし

たが、感染防止対策の徹底を図り、安定供給をはじめとする事業継続に

最優先に努めるとともに、中期経営計画2023-Creating Value for a 

Sustainable Futureで掲げた、ミライ価値の共創に向けた取り組みを行

ってきました。

決算の説明に先立ちまして、その取り組みについて、説明いたします

。
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4ページは、低・脱炭素社会の実現に向けた取り組みの一つである、国

内外における再生可能エネルギー普及貢献になります。

2021年3月期は、再生可能エネルギー電源の開発として、バイオマス発

電所の事業化決定や商業運転開始、太陽光発電所・風力発電所の取得な

どに取り組むとともに、ウエストホールディングス社等、他社からの環

境価値を含めた電力調達に取り組みました。

その結果、2021年3月末時点の再生可能エネルギー普及貢献量は約105

万kWとなりました。

今後も、中期経営計画で掲げた目標の達成に向け、洋上風力や地熱発

電といった電源種の開発にも取り組んでいきます。
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次に、5ページで、CO2排出削減貢献に向けた取り組みについて説明しま

す。

中期経営計画2023で掲げた2030年度 年間1,000万tの排出削減に向け、

国内エネルギー事業でこれまで培ってきた知見・ノウハウを活かし、ベ

トナム食品工場における燃料転換事業への参画、三井化学やタイ国スパ

イバー社における天然ガスの高度利用などに取り組み、CO2排出削減貢献

量を着実に拡大しています。
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6ページは、Newノーマルに対応した暮らしとビジネスの実現に向けた

取り組みになります。

脱炭素の推進に取り組むお客さま向け電気料金メニューのD-Greenシリ

ーズの新設やスタイルプランE-ZEROのメニュー拡充、コロナ禍や停電と

いったお客さまのお困りごとに対応した動力用プランの新設など、料金

メニューの拡充に取り組むとともに、自家消費型太陽光発電サービスの

D-Solarや水処理サービスのワンストップサービスであるD-Aquaなどのお

客さまの課題解決に貢献するサービスメニューの拡充などに取り組みま

した。

その結果、2021年3月末時点のお客さまアカウント数は、前年から30万

件増加の940万件となりました。
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7ページはお客さまと社会のレジリエンス向上に向けた取り組みです。

ガスサプライチェーンでは、導管マッピングシステムで管理するガス

管の位置情報を、道路や河川等に対する相対座標から絶対座標に変更し

ました。この絶対座標化により、災害時においても、ピンポイントでガ

ス管の位置を特定することができます。また、従来、人の手で行ってい

たLNGタンク操業計画の作成を自動化・最適化する取り組みも実施してい

ます。

電力サプライチェーンでは、福島天然ガス発電所の営業運転開始、家

庭用燃料電池エネファームによるバーチャルパワープラント構築実証事

業などに取り組みました。

今後も、ガス・電力サプライチェーンのレジリエンス向上に向け、取

組んでいきます。
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8、9ページには、2021年3月期の主なトピックスをまとめています。
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次に2021年3月期決算と2022年3月期見通しの概要について説明します

。
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11ページに、2021年3月期のポイントをまとめています。

当期の連結経常利益は、フリーポートLNGプロジェクト、サビン・シェ

ールガスプロジェクトの利益貢献による海外エネルギー事業の増益、国

内エネルギー事業・ガス事業及び電力事業の増益などにより、前年から

417億円増益の1,277億円となりました。
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12ページは、2022年3月期見通しのポイントになります。

2022年3月期の連結経常利益見通しは、3月10日に公表した経営計画か

ら変更ありません。

海外エネルギー事業の増益はありますが、国内エネルギー事業の減益

影響が大きく、前年から327億円減益の950億円の見通しです。
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13ページに、当期の連結経常利益について、前年との比較をまとめて

います。

フリーポートLNGプロジェクト、サビン・シェールガスプロジェクトの

利益貢献による海外エネルギー事業の増益に加え、国内外の冬場の低気

温影響による国内エネルギー・ガス事業の増益、小売契約の獲得などに

よる国内エネルギー・電力事業の増益などにより、前年から417億円の増

益となりました。
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14ページは2月1日に公表した見通しとの比較になります。

前年との比較と同様、国内エネルギー事業・ガス事業における国内外

の冬場の低気温影響などにより、見通しから277億円の増益となりました

。
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15ページは、2022年3月期 連結経常利益見通しと前年との比較になり

ます。

原油価格上昇による豪州上流事業の増益、フリーポートLNGプロジェク

ト、サビン・シェールガスプロジェクトの利益貢献拡大などによる海外

エネルギー事業の増益はありますが、国内エネルギー事業における国内

外の冬場の低気温影響の反動、タイムラグ差損益の減益が上回ったこと

などにより、前年から327億円の減益となる見通しです。
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16ページは成長投資の実績です。

当期は、国内エネルギー事業における発電所やM&A、北米上流事業の開

発、都市開発事業などに、1,525億円の投資を実行しました。

成長投資を進める一方で、財務健全性指標である自己資本比率、D/E比

率は、中期経営計画で掲げた自己資本比率50％程度、D/E比率0.7程度を

維持しています。

今後も財務健全性とのバランスを確保しながら、企業成長に向けた投

資を進めていきます。
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17ページは、中期経営計画2020の振り返りとなります。

2021年3月期に一時的な増益要因があったこともあり、中期経営計画

2020で掲げた目標を概ね達成しました。

以降のページは、決算数値等の詳細を記載した内容になりますので、

説明を割愛いたします。

以上で、2021年3月期決算についての説明を終わらせていただきます。
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